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エコーネットライトは、標準化と教育・研究を両輪とした国際連携も実施。
ECHONET Lite規格の主要部分である「ECHONET Lite通信ミドルウェア」と「機器オブジェクト詳細規定」は、2015年
にISO/IEC14543-4-3およびIEC62394として国際標準規格に認定されました。同時にマレーシアやタイなどの
ASEAN諸国を中心に、ECHONET Liteの研究開発・地域拠点が稼働しました。

エコーネットコンソーシアムは、スマートホームの必須要素である家電や住宅設備機器が相互に連携するための通信規格「ECHONET Lite」を推進する団体です。
エコーネットコンソーシアムでは、ECHONET Liteの標準化を進めると共に、ECHONET Lite規格に対応した機器の製品化支援や関連業界との協力により、スマートホームの普及
を促進しています。
また、ECHONET Lite規格に加えて、機器の振る舞いを規定するECHONET Lite AIF仕様の策定と、新しい付加価値創出による豊かで持続可能な社会Society5.0の実現に貢献
するためのECHONET2.0も推進しています。
エコーネットコンソーシアムは、シャープ株式会社、東京電力ホールディングス株式会社、株式会社東芝、パナソニックホールディングス株式会社、三菱電機株式会社の幹事会員を
はじめ、家電・電気・電子業界、エネルギー業界、住宅業界、IT業界、大学等の研究機関から、約260の会員・準会員・学術会員に参加いただいています。

ECHONET Liteは、ISO/IEC14543-4-3およびIEC62394として国際標準規格に認定されています。
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すでに120種類以上の機器がECHONET Lite規格に対応。

その数は今後も拡大していきます。

IoT家電・機器を活用した暮らしの広がりとともに、

新たな事業者の参入で、より便利で快適なライフサービスが誕生。

【IoT住宅のイメージ図】
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部分がすべて共通のことばでつながります。

給湯設備 スマートメーター

コントローラ

HEMSで家庭のエネルギーマネジメントも！

IoT機器による便利＆快適生活も！ ライフサービス事業者からの遠隔サービスも！

IoT家電／住宅設備機器

共通仕様による
マルチベンダー環境の実現

各種既存の標準的な
伝送メディアが利用可能

ネットワークレディ機器が
設計可能

クラウド上のサービスと
連携可能

異なる企業が提供するIoT家電、住宅設備、創エネ・蓄エネ設備の通信を
可能にするための“共通のことば”です。
例えばHEMSを活用したIoT住宅のように、インターネットを通じて様々なメーカーのIoT家電、住宅設備、創エネ・蓄エネ設備を制御する
ためには、同じインタフェース（共通のことば）が搭載されている必要があります。その役割を果たす通信規格がECHONET Liteです。

エコーネットライトってなに？

太陽光発電と蓄エネ設備で、
電気を上手に使う

例えば

話しかけるだけで家庭内の
機器を簡単操作

例えば

帰宅に合わせて快適温度に
空調制御

例えば

遠隔診断での早期のメンテナンスで
いつも最適な運転

例えば

遠隔からでも施錠の状態や
室内の状況を確認

例えば

機器の動作状態で生活リズムの
変化を発見

例えば

★経済産業省のスマートハウス標準化検討会で、HEMSにおける公知な標準インタフェースとして推奨されています。
★ ISO/IEC14543-4-3およびIEC62394として国際標準規格に認定されています。
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